大会アピール
　2017年8月5日、私たちは、九州・鹿児島の地で第51回全国大会を開催しました。全体会には、1800人を越える仲間が集まりました。台風の接近により、8月６日に予定されていた分科会・学習講座を行うことはできませんでしたが、寄せられた154本のレポートを今後に活かしていきたいと思います。
大会テーマは、「ネクスト50―発達保障のバトンをつないで」です。全障研の結成から50年が経ちました。多くの障害のある子どもが不就学に追い込まれていた時代から、私たちは、人生の各ステージにわたる権利保障を大きく前に進めてきました。また、発達保障をめざすとりくみについて、経験や議論を積み重ねてきました。私たち一人ひとりの手に、みんなのねがいのこもったバトンがあります。
　全障研は、７月２０日に、声明「だれもが安心して生きられる平和でインクルーシブな社会の実現を―津久井やまゆり園の殺傷事件から１年を前に」を発表しました。今大会では、特別分科会として、東日本大震災や昨年の熊本地震をきっかけとした「災害と障害者」、障害者の人権や差別を意識した「ハンセン病と障害者」を準備してきました。私たちは、安心して暮らせる世界を願っています。私たちの命や生活を脅かすものに、常に目を向けていきましょう。
　この一年、日本政府は、戦争法（安全保障関連法）のもとで海外派兵や米艦防護を実施し、憲法9条違反を重ねてきました。また、「『我が事・丸ごと』地域共生社会」を掲げる政策にみられるように、社会福祉に関する公的責任を投げ捨てようとしており、生存権を定めた憲法25条をないがしろにしています。平和を求める私たちの運動、人権を守ろうとする私たちの活動が、大きな意味をもちます。
　2017年7月7日には、国連で核兵器禁止条約が採択されました。人間を大切にする思いは、歴史のなかで少しずつ形を成していきます。私たちは、そうした道のりの上にいます。すべての人の発達保障と、それを実現できる社会をめざして、これからも歩み続けていきましょう。
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